
心
臓
機
能
障
害
の
認
定
基
準
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
植
え
込
み
者
）
の
見
直
し
案
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

 

○
 
再
認
定
の
徹
底
に
つ
い
て

 

○
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
植
え
込
み
者
（先
天
性
疾
患
に
よ
り
植
え
込
み
し
た
も
の
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
活
動
の
制
限
の
程
度
が
改

 
 
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
年
以
内
に
再
認
定
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
そ
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

 
 
交
付
す
る
際
、
診
査
を
実
施
す
る
年
月
を
身
体
障
害

 
者
手
帳
に
も
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
 ○

 
上
記
の
取
扱
い
（
手
帳
へ
の
記
載
）は
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
に
係
る
再
認
定
の
場
合
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
再
認
定
に
適
用
す
る
。

 

○
 
等
級
の
基
準
に
つ
い
て
（
先
天
性
疾
患
に
よ
り
植
え
込
み
し
た
も
の
を
除
く
）
 

   《
植
え
込
み
直
後
》

 
（
１
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
も
の

 

 
 

 
  

 【
解
釈
】
 
・

  ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
絶
対
的
な
も
の
※
１

 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 ・

  ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
※
２
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
※
３
の
値
が
２
未
満
の
も
の

 
  

 
 

  
 

 
   
※
１

 
日
本
循
環
器
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
推
奨
度
の
グ
レ
ー
ド
が
ク
ラ
ス
Ⅰ
に
相
当
す
る
状
態
に
対
し
て
植
え
込
み
し
た
場
合

 
 

 
 

 
   
※
２

  同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ク
ラ
ス
Ⅱ
以
下
の
状
態
に
対
し
て
、
植
え
込
み
を
行
っ
た
場
合

 
 

 
   

   
   
※
３

  メ
ッ
ツ
：身
体
能
力
活
動
を
示
す
値
（運
動
時
の
酸
素
消
費
量
が
、
安
静
時
の
何
倍
に
相
当
す
る
か
を
示
す
運
動
強
度
の
単
位
）

 
 （
３
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
家
庭
内
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

 
 

 
 
【
解
釈
】
 
・
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
以
上
４
未
満
の
も
の

 
 

 
 

 
（
４
級
）
心
臓
機
能
の
障
害
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

 

 
  

 
 
【
解
釈
】
 
・
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
依
存
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ツ
の
値
が
４
以
上
の
も
の

 
 《
再
認
定
（
３
年
以
内
）
》

 
（
１
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
も
の

 
 

 
 
【
解
釈
】
 
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
未
満
の
も
の

 
 

 
 

（
３
級
）
心
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
家
庭
内
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

 
 

 
 

 
 【
解
釈
】
 
メ
ッ
ツ
の
値
が
２
以
上
４
未
満
の
も
の

 
 

 
（
４
級
）
心
臓
機
能
の
障
害
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の

 
 

 
 

 
 【
解
釈
】
メ
ッ
ツ
の
値
が
４
以
上
の
も
の
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 ○
 
「
不
整
脈
の
非
薬
物
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(2
0

1
1
年
改
訂
版

) 
」
（
日
本
循
環
器
学
会
）の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
推
奨
度
の
グ
レ
ー
ド

 
 
（
１
）
ク
ラ
ス
Ⅰ
：
有
益
で
あ
る
と
い
う
根
拠
が
あ
り
、
適
応
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に
同
意
さ
れ
て
い
る

 
 
（
２
）
ク
ラ
ス
Ⅱ
ａ
：有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
い
も
の

 
 
（
３
）ク
ラ
ス
Ⅱ
ｂ
：有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
少
な
い
も
の

 
 
（
４
）
ク
ラ
ス
Ⅲ
：
有
益
で
な
い
ま
た
は
有
害
で
あ
り
、
適
応
で
な
い
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る

 
 ○

 
メ
ッ
ツ
：
Ｍ
Ｅ
Ｔ
ｓ
（
Ｍ
ｅ
ｔａ
ｂ
ｏ
ｌｉｃ

 
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉｖ
ａ
ｌｅ
ｎ
ｔｓ
）
 

 
 

 
 
運
動
時
の
酸
素
消
費
量
が
、
安
静
時
の
何
倍
に
相
当
す
る
か
を
示
す
運
動
強
度
の
単
位

 
 

 
 

 
例

 
２
メ
ッ
ツ
未
満
：
ベ
ッ
ト
等
で
安
静
が
必
要
な
状
態

 
 

 
 

 
 

 
 ２
メ
ッ
ツ
以
上
４
メ
ッ
ツ
未
満
：
平
地
歩
行
が
で
き
る
状
態

 
 

 
 

 
 

 
 ４
メ
ッ
ツ
以
上
：
早
歩
き
や
坂
道
歩
き
が
で
き
る
状
態

 
 

 
 

 
 

（
参
考
）
 

○
 
認
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
（
別
途
課
長
通
知
）
 

 
 

 
○

 
植
え
込
み
か
ら
３
年
以
内
や
３
年
後
の
再
認
定
の
後
、
手
帳
交
付
者
か
ら
状
態
が
変
動
し
た
こ
と
に
よ
る
再
交
付
の
申
請
が
あ
り
、

 
 

 
 
障
害
程
度
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
手
帳
の
再
交
付
を
行
う
こ
と
。

 
 

 
 

 
そ
の
際
に
は
、
①
３
年
以
内
で
あ
れ
ば
植
え
込
み
時
の
基
準

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
  
  
  
  
②
３
年
後
で
あ
れ
ば
再
認
定
の
基
準

 
を
適
用
す
る
。

 
  
○

 
身
体
活
動
能
力
（
メ
ッ
ツ
）の
値
に
つ
い
て
、
症
状
が
変
化
（重
く
な
っ
た
り
軽
く
な
っ
た
り
）す
る
場
合
は
、
症
状
が
よ
り
重
度
状
態

 
 

 
 
（
一
番
低
い
値
）
を
採
用
す
る
。

 
 

 
  
○

 
先
天
性
疾
患
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
１
８
歳
未
満
で
心
疾
患
を
発
症
し
た
も
の
と
す
る
。

 
  
○

 
植
込
み
型
除
細
動
器
（
ＩＣ
Ｄ
）を
植
え
込
ん
だ
者
で
あ
っ
て
３
級
又
は
４
級
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
手
帳
交
付
後
に
ＩＣ
Ｄ
が

 
 

 
 
作
動
し
、
再
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
１
級
と
認
定
す
る
。
た
だ
し
、
再
交
付
か
ら
３
年
以
内
に
再
認
定
を
行
う
こ
と
。

 
 

 

－44－



ペ
ー
ス
メ
ー
カ
・
人
工
関
節
等
の
障
害
認
定
基
準
見
直
し
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て

 

 （
例
）

 

４
月
１
日

 

診
断
書

 
意
見
書

 
申
請

 
手
帳
交
付

 

≪
従
前
の
基
準
≫

 

診
断
書

 
意
見
書

 
申
請

 

３
月
１
０
日

 
３
月
１
２
日

 

３
月
２
５
日

 
４
月
１
日

 

診
断
書

 
意
見
書

 
申
請

 

診
断
書

 
意
見
書

 

手
帳
交
付

 

≪
新
基
準
≫

 
申
請

 

３
月
１
４
日

 
３
月
２
０
日

 

３
月
２
９
日

 

４
月
４
日

 

６
月
３
０
日

 

４
月
３
日

 
４
月
８
日

 

従
前
の
基
準
で
作
成

 

手
    
 

術
 

３
月
３
１
日
ま
で
に
診
断
書
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
４
月
１
日
か
ら

６
月
３
０
日
ま
で
の
申
請
で
あ
れ
ば
、
３
月
３
１
日
ま
で
に
申
請

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
従
前
の
基
準
で
認
定

 

手
帳
交
付

 

≪
従
前
の
基
準
≫

 

手
帳
交
付

 

≪
従
前
の
基
準
≫

 

新
基
準
で
作
成
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８ 第４期障害福祉計画に係る基本指針について 

 

（１）これまでの議論の経緯等について 

 市町村・都道府県の障害福祉計画は、現行の第３期計画の計画期間が平成

26 年度末までであることから、平成 27 年度を初年度とする第４期計画の作成

に係る基本指針の見直しについて、昨年 11 月から社会保障審議会障害者部会

で議論を重ね、去る１月 24 日に開催された障害者部会において、見直しの方

向性について、了承されたところである。 

 なお、基本指針の告示については、パブリックコメント等の手続を経た上で、

４月を目処に行う予定であるのでご了知願いたい。 

 また、現在、「障害福祉計画策定に係る実態調査及びＰＤＣＡサイクルに関

するマニュアル」を作成中であり、現時点での案をＰ74 に掲載している。当

該マニュアルは、これまで障害福祉計画の策定等にあたり、障害者等の心身の

状況等の調査を実施している市町村や、ＰＤＣＡサイクルを実施している自治

体の取組を参考に作成作業を行ってきたものであり、第４期計画の策定等にあ

たり参考にしていただきたい。 

 

◎第４期計画に係る基本指針の主な内容 

【計画の作成プロセスに関する事項：PDCA サイクルの導入】 

○「成果目標」「活動指標」の見直しと明確化、各年度の中間評価、評価結

果の公表等 

 

【個別施策分野①：成果目標に関する事項】 

○ 福祉施設から地域生活への移行促進（継続） 

○ 精神科病院から地域生活への移行促進（成果目標の変更） 

○ 地域生活支援拠点等の整備（新規） 

○ 福祉施設から一般就労への移行促進（整理・拡充） 

 

【個別施策分野②：その他】 

○ 障害児支援体制の整備（新規） 

○ 計画相談の連携強化、研修、虐待防止 等 

 

 

（２）計画の作成プロセスに関する事項：PDCA サイクルの導入 

 平成 25 年４月に施行された障害者総合支援法において、「市町村及び都道府

県は、障害福祉計画に掲げた事項について、定期的に調査、分析及び評価を行

い、必要があると認めるときは、計画の変更等を行う。」としたところであり、

第４期計画に係る基本指針では、計画に係るＰＤＣＡサイクルのプロセス等に

ついての記述を追加することとしている。 

 当該プロセスについては、数値目標や障害福祉サービス等の見込量等を新た
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に成果目標と活動指標に整理した上で、次のような点を追記することとしてい

る。 

・ 成果目標については、少なくとも１年に１回その実績を把握し、障害福祉

計画の中間評価として分析・評価を行い、必要があると認めるときは、障害

福祉計画の変更や事業の見直し等の措置を講じること 

・ 中間評価の際には、協議会や合議制の機関等の意見を聴くとともに、その

結果について公表することが望ましいこと 

・ 活動指標については、より高い頻度で実績を把握し、設定した見込量の達

成状況等の分析・評価を行うことが望ましいこと 

また、活動指標を整理するにあたり、障害福祉サービス等の見込量を算出す

る際に勘案することとされている事項についても合わせて整理を行うことと

している。 

 

 

（３）個別施策分野①：成果目標に関する事項 

 基本指針第二における成果目標については、直近の状況等を踏まえて見直し

を行うとともに、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた視点に立

ち、地域において求められている相談、体験の機会・場の提供、緊急時の受け

入れ・対応、専門的な対応、地域の体制づくり等の機能を持った拠点等の整備

を新たに成果目標とすることとしている。 

 

◎成果目標の見直しの概要 

【福祉施設から地域生活への移行促進（継続）】 

○ 現在の基本指針では、 

・ 平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者のうち３割以上が平成 26 年度末ま

でに地域生活に移行 

・ 平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者数を平成 26 年度末に１割以上削減 

することを基本として設定することとされている。 

 

○ 新しい基本指針では、基準となる時点を平成 17 年 10 月１日時点から平

成 25 年度末時点へ変更するとともに、直近の状況等を踏まえて、平成 29

年度末における成果目標の設定を次のとおりとする。 

 

① 施設入所者の地域生活への移行 

平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者の３割以上を地域生活へ移行 

→ 平成 25 年度末時点の施設入所者の 12％以上を地域生活へ移行 

② 施設入所者の削減 

平成 17 年 10 月１日時点の施設入所者の１割以上を削減 

→ 平成 25 年度末時点の施設入所者の 4％以上を削減 
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※ 各市町村及び都道府県において、現在の障害福祉計画でそれぞれ定め

ている平成 26 年度末までの数値目標が達成されないと見込まれる場合

は、未達成割合を平成 29 年度末における施設入所者の地域生活への移行

及び施設入所者の削減の目標値に加えた割合以上を目標値とする。 

※ 障害児入所施設への入所者のうち 18 歳以上になっている者については、

次期計画においては、従前のとおり施設入所者の算定の対象外とする。 

 

【精神科病院から地域生活への移行促進（成果目標の変更）】 

○ 現在の基本指針では、 

・ １年未満入院者の平均退院率を平成 20 年６月 30 日の調査時点から７％

相当分増加 

・ 65 歳以上かつ５年以上の入院患者の退院者数を直近の数から二割増加 

させることを指標として設定することとされている。 

 

○ 新しい基本指針では、現在検討している「良質かつ適切な精神障害者に

対する医療の提供を確保するための指針」の内容を踏まえ、平成 29 年度末

における入院後３ヶ月時点の退院率及び入院後１年時点の退院率の上昇並

びに在院期間１年以上の長期在院者数の減少について、当該数値に係る上

位５都道府県の数値をベースに新たな目標を設定する。 

 ※実績の把握は、精神保健福祉資料（各年６月 30 日調査）を利用。 

 

① 入院後３ヶ月時点の退院率の上昇 

平成 29 年度における入院後３ヶ月時点の退院率（注）を 64％以上とす

ることを目標とする。 

（注） 具体的には、平成 29 年６月に入院した患者の入院後３ヶ月時点の

退院率により実績を把握する。 

※ すでに入院後３ヶ月時点の退院率 64％以上を達成している都道府県

においては、その数値を維持又は上昇させることを目標とする。 

※ 「入院後３ヶ月時点の退院率」は、ある月に入院した者のうち当該

月を含む３月目の月末までに退院した者の割合。 

 

② 入院後１年時点の退院率の上昇 

平成 29 年度における入院後１年時点の退院率（注）を 91％以上とする

ことを目標とする。 

（注） 具体的には、平成 29 年６月に入院した患者の入院後１年時点の退

院率により実績を把握する。 

※ すでに入院後１年時点の退院率 91％以上を達成している都道府県に

おいては、その数値を維持又は上昇させることを目標とする。 

※ 「入院後１年時点の退院率」は、ある月に入院した者のうち当該月

を含む十二月目の月末までに退院した者の割合。 
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③ 在院期間１年以上の長期在院者数の減少 

平成 29 年６月末時点の長期在院者数を平成 24 年６月末時点の長期在院

者数から 18 パーセント以上減少することを目標とする。 

 

【地域生活支援拠点等の整備（新規）】 

○ 新しい指針では、「障害者の地域生活の推進に関する議論の整理」（平成

25 年 10 月 11 日：障害者の地域生活の推進に関する検討会）を踏まえて、

新たに今後の地域における障害者の生活支援のために求められる機能の拠

点整備について、平成 29 年度末における成果目標の設定を次のとおりとす

る。 

 

・ 障害者の地域生活の支援 

障害者の地域生活を支援する機能（相談、体験の機会・場、緊急時の

受入・対応、専門性、地域の体制づくり等）の集約等を行う拠点等につ

いて、平成 29 年度末までに各市町村又は各圏域に少なくとも１つの拠点

等を整備すること。 

 

【福祉施設から一般就労への移行促進（整理・拡充）】 

○ 現在の基本指針では、 

① 平成 26 年度中に平成 17 年度実績の４倍以上が福祉施設から一般就労

へ移行 

② 平成 26 年度末における福祉施設利用者のうち２割以上の者が就労移行

支援事業を利用 

③ 平成 26 年度末における就労継続支援事業の利用者のうち３割以上の者

が就労継続支援（Ａ型）事業を利用 

すること等を目指すこととされている。 

 

○ 新しい基本指針では、直近の状況等を踏まえて、平成 29 年度末における

成果目標の設定を次のとおりとする。 

 

① 福祉施設から一般就労へ移行 

平成 17 年度実績の４倍 → 平成 24 年度実績の２倍 

② 就労移行支援事業の利用者を平成 25 年度末の利用者から６割以上増加 

③ 就労移行支援事業の利用者のうち就労移行率が３割以上の事業所を全

体の５割以上 

 

※当該目標に係る「福祉施設」の範囲 

  就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）、生活介護、自立訓練（機

能訓練・生活訓練） 
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※ 「就労移行率」は、ある年度４月１日時点の就労移行支援事業の利用

者数のうち当該年度中に一般就労へ移行した者の割合。 

※ これまで目標と設定していた委託訓練事業の受講者数等については、

内容を整理した上で活動指標として設定。 

 

（４）個別施策分野②：その他 

 計画相談支援の内容等について、直近の状況等を踏まえて見直しを行うとと

もに、子ども・子育て支援法に基づく計画が作成され、その中で障害児支援に

ついても言及されること等も踏まえ、障害児支援の体制整備の内容について新

たに規定することとしている。 

 

◎その他の見直しの概要 

【支援の質の向上】 

○ 研修関係 

 次の事項について、基本指針に記載する。 

① 行動障害を有する者の特性に応じた支援を、一貫性を持って実施でき

るよう、施設職員や居宅介護職員等に対し、強度行動障害支援者養成研

修を実施することとしていること 

② 精神障害者や罪を犯した障害者の特性に応じた適切な支援が実施でき

るよう、保健所、精神保健センター又は地域生活定着支援センター等と

の連携による専門分野別の研修等地域の実情に応じた研修に取り組むこ

とが望ましいこと 

 

○ 障害者虐待防止 

 次の事項について、基本指針に記載する。 

① 指定障害福祉サービス事業者は、利用者の人権擁護、虐待防止等のた

め、責任者を置く等の必要な体制を整備し、従業員に対して研修を実施

する等の措置を講じなければならないこと 

② 都道府県や市町村においては、障害者虐待の防止と対応に関するマニ

ュアルに沿って、都道府県権利擁護センター、市町村虐待防止センター

を中心として関係機関からなるネットワークの活用、虐待事例の未然防

止、虐待が発生した場合の迅速かつ適切な対応、再発防止等に取り組む

ことが重要であること、また地域の実情に応じて高齢者や児童の虐待防

止に対する取組とも連携しながら、効果的な体制を構築することが望ま

しいこと（＊高齢者等の虐待防止との連携については新規記載） 

③ 権利擁護の取組として、障害者への成年後見制度の利用支援や後見等

の業務を適正に行うことができる人材育成・活用の研修を行い、成年後

見制度の利用を促進する必要があること（＊新規記載） 

 

【計画相談支援】 
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 次の事項について、基本指針に記載する。 

① サービス等利用計画の作成については、まずは支給決定に先立ち必ず

作成されるような体制の維持が重要であり、平成 27 年度以降の利用者数

の増加等に応じてさらなる体制を確保する必要があること 

② その上で各サービス等利用計画においては、利用者の状態像や希望を

勘案し、連続的かつ一貫性を持った障害福祉サービス等が提供されるよ

う総合的な支援を行うとともに、利用者の生活状況を定期的に確認の上、

必要に応じた見直しが行われなければならないこと 

③ 都道府県・市町村では、その役割に応じて、人材の育成支援、専門的

な指導助言等の他、社会的基盤の整備の実情を的確に把握し、相談支援

事業所の充実のため、必要な施策を確保していかなければならないこと、

また、これらの取組を効果的に進めるにあたっては、基幹相談支援セン

ターや協議会を有効に活用すること 

④ 障害者支援施設の入所者へのサービス等利用計画の作成やその後のサ

ービス等利用計画の実施状況の把握（利用者についての継続的な評価を

含む。）を行うことを通じて、地域移行のための支援に係るニーズが顕在

化すること等を勘案し、計画的な地域移行支援の提供体制の確保を図る

必要があること 

⑤ 障害者支援施設等や精神科病院から地域生活へ移行した後の地域生活

の定着はもとより、現に地域生活を送っている障害者がそのまま住み慣

れた地域で生活できるようにするため、地域定着支援の提供体制の充実

を図っていくことが重要であること 

⑥ 協議会では、関係者の有機的な連携の下で地域の課題の改善に取り組

むとともに、都道府県及び市町村が障害福祉計画を定めた際の積極的な

提言を行うこと 

 協議会の運営においては、部会の開催（例：医療を必要とする者に関

する医療機関や保健所との連携）等を通じた活性化や専門機関との連携

の確保（例：都道府県・指定都市では発達障害者支援センターとの連携）

を進めることが望ましいこと 

 

【障害児支援】 

○ 障害児支援に関する基本的考え方として、次の事項の記載をする。 

① 子ども・子育て支援法に定められている「子ども・子育て支援の内容

及び水準は、全ての子どもが健やかに成長するように支援するものであ

って、良質かつ適切なものでなければならない」という基本理念 

② 障害児について、子ども・子育て支援法に基づく教育・保育等の利用

状況も考慮しつつ、居宅介護や短期入所等の障害福祉サービス、児童福

祉法に基づく障害児支援等の専門的な支援を確保すること 

③ 共生社会の形成促進の観点から、教育・保育等とも連携を図った上で、

乳幼児期から学校卒業まで一貫した効果的な支援を障害児及びその家族
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に対して身近な場所で提供する体制の構築が重要であること 

 

○ 児童福祉法に定める６つの支援類型及び障害児相談支援の利用児童数等

を「活動指標」とし、各市町村において、地域における児童数の推移等を

踏まえて見込みをたてるよう努めるものとすること、各市町村及び各市町

村の状況を集約した都道府県においては、必要に応じて各支援の確保策を

定めるよう努めるものとすること記載をする。 

 

○ その他、障害児支援のための基盤整備を進める上で重視すべき次の内容

について、定めるよう努める事項として記載する。 

① 児童発達支援センター・障害児入所施設を中核とした地域支援体制の

整備 

・ 児童発達支援センターの専門的機能の強化、地域における中核的支援

施設として位置づけ、児童発達支援事業所等との連携等 

・ 障害児入所施設の専門的機能の強化、虐待を受けた障害児等への対応

を含め様々なニーズに対応する療育機関としての役割、ショートステ

イや親子入所の実施等 

② 子育て支援に係る施策との連携 

・ 障害児支援の体制整備にあたっては子ども・子育て支援法に基づく施

策や母子保健等との十分な連携を図ること、このために各都道府県・

市町村内で障害児支援担当部局と子育て支援担当部局との連携体制を

確保すること 

③ 教育との連携 

・ 就学時及び卒業時における支援体制の円滑な移行、学校と障害児通所

支援事業所等の緊密な連携等を図ること、このため各都道府県・市町

村内で障害児支援担当部局と教育委員会との連携体制を確保すること 

④特別な支援が必要な障害児に対する支援体制の整備 

・ 重症心身障害児など医療的ケアが必要な障害児に対する支援の基盤整

備強化、福祉、医療、教育などの協働による総合的な支援体制の構築

等 

・ 虐待を受けた障害児等に対しては、障害児入所施設において小規模な

グループによる療育や心理的ケアを提供することにより、障害児の状

況等に応じたきめ細やかな支援を推進すること 

⑤障害児通所支援・入所支援の一体的な方針策定 

・ 都道府県が、通所支援の広域的な調整と入所支援の体制整備の双方の

視点から、障害児入所支援の必要な量の見込及びその量の確保策を含

めた一体的な方針策定を行う必要があること等 
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等

の
種

類
ご

と
の

必
要

な
量

の
見

込
み

、
確

保
方

策
、

圏
域

単
位

で
の

見
通

し
等

 
・

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

、
市

町
村

の
支

援
等

 
・

障
害

者
支

援
施

設
の

必
要

入
所

定
員

総
数

 
・

質
の

向
上

方
策

（
研

修
、

第
三

者
評

価
、

虐
待

防
止

）
 

・
地

域
生

活
支

援
事

業
 

・
関

係
機

関
の

連
携

 

第
三

の
四

 
障

害
児

支
援

の
た

め
の

計
画

的
な

基
盤

整
備

（
再

掲
）

 
＜

重
視

す
べ

き
事

項
＞

 

第
三

の
五

 
そ

の
他

 
・

計
画

作
成

時
期

 
・

計
画

期
間

等
 

・
計

画
の

公
表

 
 

基
本

指
針

の
全

体
像

と
主

な
ポ

イ
ン

ト
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福
祉

施
設

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

 

○
 福

祉
施

設
利

用
者

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

の
増

加
 

○
 就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
の

増
加

 

○
 就

労
移

行
支

援
事

業
所

の
就

労
移

行
率

の
増

加
 

施
設

入
所

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

 

○
 地

域
生

活
移

行
者

の
増

加
 

○
 施

設
入

所
者

の
削

減
 

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

 

○
 入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

 

○
 入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
 

○
 在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
 

（都
道

府
県

・
市

町
村

）
 

○
 生

活
介

護
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 自

立
訓

練
（機

能
訓

練
・
生

活
訓

練
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
継

続
支

援
（Ａ

型
・
Ｂ

型
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 短

期
入

所
（福

祉
型

、
医

療
型

）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 共

同
生

活
援

助
の

利
用

者
数

 
○

 地
域

相
談

支
援

（
地

域
移

行
支

援
、

地
域

定
着

支
援

）
の

利
用

者
数

 
○

 施
設

入
所

支
援

の
利

用
者

数
 

※
施

設
入

所
者

の
削

減
 

成
果

目
標

と
活

動
指

標
の

関
係

 

（ 基 本 指 針 の 理 念 ） 自 立 と 共 生 の 社 会 を 実 現  

障 害 者 が 地 域 で 暮 ら せ る 社 会 に 

（都
道

府
県

・市
町

村
）
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
、

利
用

日
数

 
○

 就
労

移
行

支
援

事
業

等
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

数
（
就

労
移

行
支

援
、

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

、
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
）
 

（都
道

府
県

）
 

○
 公

共
職

業
安

定
所

に
お

け
る

チ
ー

ム
支

援
に

よ
る

福
祉

施
設

の
利

用
者

の
支

援
件

数
 

○
 委

託
訓

練
事

業
の

受
講

者
数

 
○

 障
害

者
試

行
雇

用
事

業
の

開
始

者
数

 
○

 職
場

適
応

援
助

者
に

よ
る

支
援

の
対

象
者

数
 

○
 障

害
者

就
業

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

の
支

援
対

象
者

数
 

（
成

果
目

標
）
 

（
活

動
指

標
）
 

 障
害

者
の

地
域

生
活

の
支

援
 

○
 地

域
生

活
支

援
拠

点
の

整
備

 

（都
道

府
県

・市
町

村
）
 

○
 自

立
訓

練
（生

活
訓

練
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 就

労
継

続
支

援
（Ａ

型
・
Ｂ

型
）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 短

期
入

所
（福

祉
型

、
医

療
型

）
の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 共

同
生

活
援

助
の

利
用

者
数

 
○

 地
域

相
談

支
援

（
地

域
移

行
支

援
、

地
域

定
着

支
援

）
の

利
用

者
数
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障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
量

を
見

込
む

際
の

勘
案

事
項

 

区
分

 
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

 
現

に
利

用
し

て
い

る
者

の
数

 
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
 

平
均

的
な

一
人

当
た

り
利

用
量

 

施
設

入
所

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

者
数

（
成

果
目

標
）
 

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

う
ち

地
域

生
活

へ
の

移
行

後
に

当
該

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

見
込

ま
れ

る
者

の
数

 

福
祉

施
設

利
用

者
の

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

（
成

果
目

標
）
 

訪
問

系
 

居
宅

介
護

、
重

度
訪

問
介

護
、

同
行

援
護

、
行

動
援

護
、

重
度

障
害

者
等

包
括

支
援

の
利

用
者

数
、

利
用

時
間

 
○

 
○

 
○

 

日
中

活
動

系
 

生
活

介
護

の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 

自
立

訓
練

（機
能

訓
練

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 

自
立

訓
練

（生
活

訓
練

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

就
労

移
行

支
援

の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

※
１

 
○

 
○

 
○

 
○

 

就
労

継
続

支
援

（A
型

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

※
２

 
○

 
○

 
○

 

就
労

継
続

支
援

（B
型

）の
利

用
者

数
、

利
用

日
数

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

療
養

介
護

の
利

用
者

数
 

○
 

○
 

短
期

入
所

（福
祉

型
、

医
療

型
）の

利
用

者
数

、
利

用
日

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

施
設

系
 

共
同

生
活

援
助

の
利

用
者

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

施
設

入
所

支
援

の
利

用
者

数
 

○
 

○
※

３
 

△
※

６
 

相
談

支
援

 

計
画

相
談

支
援

の
利

用
者

数
 

○
※

４
 

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
（
地

域
移

行
支

援
に

限
る

。
） 

○
 

○
 

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
（
地

域
定

着
支

援
に

限
る

。
） 

○
※

５
 

○
 

○
 

（
注

）
※

１
：
特

別
支

援
学

校
卒

業
者

等
新

た
に

就
労

移
行

支
援

事
業

の
対

象
者

と
見

込
ま

れ
る

者
の

数
を

含
む

、
※

２
：地

域
の

雇
用

情
勢

を
含

む
、

※
３

：グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

で
の

対
応

が
困

難
な

者
と

い
っ

た
真

に
必

要
と

判
断

さ
れ

る
数

を
含

む
、

※
４

：障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

及
び

地
域

相
談

支
援

の
利

用
者

数
を

含
む

、
※

５
：
単

身
で

あ
る

障
害

者
の

数
・居

住
し

て
い

る
家

族
に

よ
る

支
援

を
受

け
ら

れ
な

い
障

害
者

の
数

を
含

む
、

※
６

：「
△

」
は

減
と

し
て

見
込

む
 

（
注

）
※

障
害

児
通

所
支

援
の

利
用

児
童

数
を

見
込

む
 

区
分

 
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

 

現
に

利
用

し
て

い
る

障
害

児
の

数
 

障
害

児
等

の
ニ

ー
ズ

 
平

均
的

な
一

人
当

た
り

利
用

量
 

地
域

に
お

け
る

児
童

数
の

推
移

 
保

育
所

等
で

の
障

害
児

の
受

入
状

況
 

入
所

施
設

か
ら

退
所

後
に

利
用

が
見

込
ま

れ
る

障
害

児
の

数
 

障
害

児
支

援
 

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

保
育

所
等

訪
問

支
援

、
医

療
型

児
童

発
達

支
援

の
利

用
児

童
数

、
利

用
日

数
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

障
害

児
相

談
支

援
の

利
用

児
童

数
 

○
※

 

障
害

児
入

所
施

設
（福

祉
型

、
医

療
型

）の
利

用
児

童
数

 
○

 
○

 
○

 

■
サ

ー
ビ

ス
の

量
は

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

訪
問

系
は

ま
と

め
て

、
そ

れ
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

は
そ

れ
ぞ

れ
種

類
ご

と
に

見
込

む
。
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P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
プ

ロ
セ

ス
 

○
 成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
少

な
く
と

も
１

年
に

１
回

そ
の

実
績

を
把

握
し

、
障

害
者

施
策

や
関

連
施

策
の

動
向

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

障
害

福
祉

計
画

の
中

間
評

価
と

し
て

分
析

・評
価

を
行

い
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
障

害
福

祉
計

画
の

変
更

や
事

業
の

見
直

し
等

の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

○
 ま

た
、

中
間

評
価

の
際

に
は

、
協

議
会

や
合

議
制

の
機

関
等

の
意

見
を

聴
く
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
公

表
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
 活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
よ

り
高

い
頻

度
で

実
績

を
把

握
し

、
達

成
状

況
等

の
分

析
・評

価
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

（
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

 
プ

ロ
セ

ス
の

イ
メ

ー
ジ

）
 

計
画

（
P

la
n
）

 

■
「
基

本
指

針
」
に

即
し

て
成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

見
込

量
の

設
定

や
そ

の
他

確
保

方
策

等
を

定
め

る
。

 

実
行

（
D

o
）

 

■
計

画
の

内
容

を
踏

ま
え

、
事

業
を

実
施

す
る

。
 

評
価

（
C

h
e

ck
）

 

■
成

果
目

標
及

び
活

動
指

標
に

つ
い

て
は

、
少

な
く
と

も
１

年
に

１
回

そ
の

実
績

を
把

握
し

、
障

害
者

施
策

や
関

連
施

策
の

動
向

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

障
害

福
祉

計
画

の
中

間
評

価
と

し
て

分
析

・
評

価
を

行
う

。
 

■
中

間
評

価
の

際
に

は
、

協
議

会
等

の
意

見
を

聴
く
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

公
表

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 
■

活
動

指
標

に
つ

い
て

は
、

よ
り

高
い

頻
度

で
実

績
を

把
握

し
、

達
成

状
況

等
の

分
析

・
評

価
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

改
善

（
A

ct
）

 

■
中

間
評

価
等

の
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
障

害
福

祉
計

画
の

変
更

や
事

業
の

見
直

し
等

を
実

施
す

る
。

 

■
障

害
福

祉
計

画
策

定
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

考
え

方
及

び
達

成
す

べ
き

目
標

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
に

関
す

る
見

込
量

の
見

込
み

方
の

提
示

 

基
本

指
針
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施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

 

・ 
平

成
1
7
年

1
0
月

施
設

入
所

者
と

比
較

し
た

地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
割

合
は

、
平

成
2
4
年

度
時

点
で

2
3
.7

％
と

な
っ

て
お

り
、
平

成
2
6
年

度
 

 
末

に
は

、
３
割

の
地

域
生

活
移

行
を

達
成

見
込

み
。
 

・ 
数

値
目

標
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

か
ら

平
成

2
4
年

度
末

の
平

均
伸

び
率

（2
.8

8
％

）
を

ベ
ー

ス
に

、
平

成
2
5
年

度
末

の
施

設
 

 
入

所
者

と
比

較
し

た
平

成
2
9
年

度
末

時
点

で
の

地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
割

合
を

1
2
％

以
上

と
す

る
形

で
設

定
。
 
 

・ 
平

成
2
1
～

2
3
年

度
は

1
0
月

１
日

数
値

、
2
4
年

度
は

2
5
年

３
月

末
数

値
。
2
5
年

度
以

降
（
括

弧
書

き
）は

推
計

。
（出

典
：施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
の

移
行

に
関

す
る

状
況

調
査

）
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5
,1

1
5
）

  
（

5
0

,6
1

0
）

  

（
5

6
,2

6
3

 ）
 

（
6

2
,0

7
9
）

  

Ｈ
1

7
 

Ｈ
2

1
 

Ｈ
2

2
 

Ｈ
2

3
 

Ｈ
2

4
 

Ｈ
2

5
 

Ｈ
2

6
 

Ｈ
2

7
 

Ｈ
2

8
 

Ｈ
2

9
 

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

～
平

成
2
4

年
度

末
の

平
均

伸
び

率
 

2
.8

8
％

（
推

計
）
 

平
成

2
4
年

度
末

 
実

績
値

 
（
2
3
.7

％
）
 

平
成

2
5
年

度
末

の
施

設
入

所
者

と
比

較
し

て
毎

年
2
.8

8
％

増
加

す
る

仮
定

で
推

計
 

 
平

成
2

5
年

度

末
の

施
設

入
所

者
と

比
較

し
た

平
成

2
9

年
度

末
時

点
で

の
地

域
生

活
に

移
行

す
る

の
割

合
1

2
％

 
 

基
本

指
針

及
び

都
道

府
県

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

値
（第

１
～

４
期

障
害

福
祉

計
画

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

都
道

府
県

計
画

目
標

値
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

基
本

指
針

（
現

行
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 地
域

生
活

に
移

行
す

る
者

の
数

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
目

標
値

 
第

１
～

２
期

 
（平

成
1
8～

23
年

度
）
 

第
３

期
 

（平
成

24
～

26
年

度
）
 

第
４

期
 

（平
成

27
～

29
年

度
）
 

基
本

方
針

 
1
0
%
 

（
平

成
17

年
10

月
１

日
～

 
23

年
度

末
（
6.

5年
間

）
）
 

3
0
%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

26
年

度
末

（
9.

5
年

間
））

 

1
2
%
 

（平
成

25
年

度
末

～
 

29
年

度
末

（４
年

間
））

 

都
道

府
県

 
障

害
福

祉
計

画
 

1
4
.5

%
 

（
平

成
17

年
10

月
１

日
～

 
23

年
度

末
（
6.

5年
間

）
）
 

2
5
.2

%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

26
年

度
末

（
9.

5
年

間
））

 
－
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施
設
入
所
者
数
の
削
減

 

・
 
施

設
入

所
者

は
平

成
1
7
年

1
0
月

１
日

時
点

と
比

較
し

、
平

成
2
4
年

度
末

時
点

で
約

8
.0

％
減

少
。
 

・
 
平

成
2
6
年

度
末

に
は

、
施

設
入

所
者

の
１
割

削
減

を
達

成
見

込
み

。
 

・
 
数

値
目

標
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

か
ら

平
成

2
4
年

度
末

の
平

均
削

減
率

（▲
1
.1

％
）を

ベ
ー

ス
に

、
平

成
 

 
2
9
年

度
末

ま
で

に
、
平

成
2
5
年

度
末

時
点

の
施

設
入

所
者

数
か

ら
約

４
％

以
上

削
減

す
る

形
で

設
定

。
 

・ 
平

成
1
7
年

度
、
平

成
2
0
～

2
3
年

度
は

1
0
月

１
日

数
値

。
平

成
2
4
年

度
は

2
5
年

３
月

数
値

。
平

成
2
5
年

度
以

降
（括

弧
書

き
）は

推
計

。
 

 
 

（出
典

： 
国

保
連

デ
ー

タ
、
社

会
福

祉
施

設
等

調
査

、
施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
の

移
行

に
関

す
る

状
況

調
査

）
 

1
4

5
,9

1
9

  

1
4

4
,4

2
5

  

1
3

9
,8

5
1

  

1
3

9
,8

5
9

  

1
3

6
,6

5
3

  

1
3

4
,2

4
7

  （
1

3
2

,7
6

3
）

  （
1

3
1

,2
9

5
）

  

（
1

2
9

,8
4

3
）

  
（

1
2

8
,4

0
8
）

  
（

1
2

6
,9

8
8
）

  

Ｈ
1

7
 

Ｈ
2

0
 

Ｈ
2

1
 

Ｈ
2

2
 

Ｈ
2

3
 

Ｈ
2

4
 

Ｈ
2

5
 

Ｈ
2

6
 

Ｈ
2

7
 

Ｈ
2

8
 

Ｈ
2

9
 

施
設

入
所

者
数

 

平
成

1
7
年

1
0
月

１
日

～
平

成
2
4

年
度

末
の

平
均

削
減

率
 

▲
1
.1

％
（
推

計
）
 

平
成

2
4
年

度
末

 
実

績
値

 
（
▲

8
.0

％
）
 

毎
年

1
.1

％
 

削
減

す
る

 
仮

定
で

 
2
9
年

度
末

ま
で

推
計

 

平
成

2
5
年

度
末

の
施

設

入
所

者
数

と
比

較
し

た
平

成
2

9
年

度
末

時
点

で
の

施
設

入
所

者
削

減
の

割
合

 
 

 
▲

４
％

 
 

（
【
計

算
式

】
0.

98
9 

（
1
－

0
.0

11
（

1.
1％

））
の

４
乗

－
１

＝
▲

4
.3

％
 

≒
▲

４
％

）
 

基
本

指
針

及
び

都
道

府
県

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

値
（第

１
～

４
期

障
害

福
祉

計
画

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

都
道

府
県

計
画

目
標

値
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

基
本

指
針

（
現

行
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
目

標
値

 
第

１
～

２
期

 
（平

成
1
8～

23
年

度
） 

第
３

期
 

（平
成

2
4
～

2
6年

度
）
 

第
４

期
 

（平
成

27
～

29
年

度
） 

基
本

方
針

 
▲

７
％

 
（平

成
17

年
10

月
１

日
～

 
23

年
度

末
（
6.

5年
間

）
） 

▲
1
0
％

 
（平

成
1
7
年

1
0月

1日
～

 

2
6年

度
末

（
9.

5年
間

）
）
 

▲
４

％
 

（平
成

25
年

度
末

～
 

29
年

度
末

（４
年

間
））

 

都
道

府
県

 
障

害
福

祉
計

画
 

▲
8
.4

%
 

（平
成

17
年

10
月

１
日

～
 

23
年

度
末

（
6.

5年
間

）
） 

▲
1
5
.4

%
 

（平
成

1
7
年

1
0月

１
日

～
 

2
6
年

度
末

（9
.5

年
間

））
 

－
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○
 第

３
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

い
て

は
、

入
院

中
の

精
神

障
害

者
の

地
域

生
活

へ
の

移
行

に
関

し
て

、
平

成
1
6
年

の
「
改

革
ビ

ジ
ョ

ン
」
に

お
け

る
目

標
値

で
あ

る
①

１
年

未
満

群
の

平
均

残
存

率
に

関
す

る
目

標
（
2
4
％

以
下

）、
②

１
年

以
上

群
の

退
院

率
目

標
（
2
9
％

以
上

）
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
よ

り
具

体
化

す
る

着
眼

点
と

し
て

、
「
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

」
、

「５
年

以
上

か
つ

6
5
歳

以
上

の
退

院
者

数
」
に

つ
い

て
の

目
標

を
設

定
し

た
。

 
  

【
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

】
 

○
 第

３
期

障
害

福
祉

計
画

策
定

時
に

お
け

る
直

近
の

実
績

（
平

成
1
9
年

６
月

に
入

院
し

た
者

の
そ

の
後

１
年

間
の

各
月

ご
と

の
退

院
率

を
平

均
し

た
も

の
）に

お
け

る
平

均
退

院
率

の
全

国
平

均
は

7
1
.2

％
で

あ
り

、
そ

れ
を

改
革

ビ
ジ

ョ
ン

の
目

標
値

で
あ

る
7
6
％

に
す

る
た

め
に

は
、

当
該

平
均

退
院

率
を

７
％

相
当

分
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
 

○
 そ

の
た

め
、

第
３

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
目

標
と

し
て

は
、

「平
成

2
6
年

度
に

お
け

る
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

を
平

成
2
0
年

6
月

3
0
日

の
調

査
時

点
か

ら
7
パ

ー
セ

ン
ト

相
当

分
増

加
さ

せ
る

」
こ

と
と

し
た

。
 

※
「
１

年
未

満
入

院
者

の
平

均
退

院
率

」
は

、
あ

る
月

に
入

院
し

た
者

の
そ

の
後

１
年

間
の

各
月

ご
と

の
退

院
率

を
平

均
し

た
も

の
を

い
う

。
 

※
実

績
は

精
神

保
健

福
祉

資
料

（い
わ

ゆ
る

「6
30

調
査

」）
で

把
握

。
 

  
【
５

年
以

上
か

つ
6
5
歳

以
上

の
退

院
者

数
】
 

○
 ５

年
以

上
か

つ
6
5
歳

以
上

の
入

院
患

者
数

は
、

毎
年

、
平

均
1
,3

0
0
人

程
度

増
加

（
平

成
1
2
年

～
2
0
年

の
各

年
６

月
3
0
日

時
点

の
実

績
の

平
均

）
し

て
お

り
、

毎
年

度
の

退
院

者
数

が
８

～
９

千
人

（
患

者
調

査
か

ら
推

計
）
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
当

該
入

院
患

者
を

増
加

さ
せ

な
い

よ
う

に
す

る
（
又

は
減

少
に

転
じ

さ
せ

る
）
た

め
に

は
、

退
院

者
数

を
現

行
よ

り
約

2
0
％

増
や

す
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

 
○

 そ
の

た
め

、
第

３
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

け
る

目
標

と
し

て
は

、
「平

成
2
6
年

度
に

お
け

る
高

齢
長

期
退

院
者

数
を

直
近

の
数

か
ら

２
割

増
加

さ
せ

る
」
こ

と
と

し
た

。
 

※
「
高

齢
長

期
退

院
者

数
」
は

、
退

院
し

た
者

の
う

ち
、

6
5歳

以
上

で
あ

っ
て

５
年

以
上

入
院

し
て

い
た

者
の

数
を

い
う

。
 

※
 平

成
2
4
年

度
以

降
の

実
績

は
、

精
神

保
健

福
祉

資
料

（い
わ

ゆ
る

「
6
30

調
査

」）
に

基
づ

く
推

計
に

よ
り

把
握

。
 

１
．

現
在

の
目

標
 

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
つ
い
て
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○
 上

記
の

目
標

に
つ

い
て

は
、

現
在

検
討

し
て

い
る

「
良

質
か

つ
適

切
な

精
神

障
害

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

」
に

示
さ

れ
た

方
向

性
を

踏
ま

え
、

従
来

の
目

標
に

換
え

て
、

 
・
「
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

」
 

・
「
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
」
 

・
「
在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
」
 

を
新

た
な

目
標

と
し

て
設

定
す

る
。

 

２
．

第
４

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

 

 「
良

質
か

つ
適

切
な

精
神

障
害

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

（
案

）
」中

間
ま

と
め

（抜
粋

）
 

  第
一

 
精

神
病

床
の

機
能

分
化

に
関

す
る

事
項

 
  三

 
急

性
期

の
患

者
に

対
し

て
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
 

・
新

た
に

入
院

す
る

患
者

の
早

期
退

院
を

促
進

す
る

た
め

、
急

性
期

の
患

者
に

対
し

手
厚

く
密

度
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
。

 
・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

精
神

科
入

院
医

療
に

お
け

る
医

師
及

び
看

護
職

員
は

一
般

病
床

と
同

等
の

配
置

を
目

指
し

、
多

職
種

に
よ

る
患

者
の

状
況

に
応

じ
た

質
の

高
い

チ
ー

ム
医

療
を

提
供

し
、

退
院

支
援

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

 
・
ま

た
、

救
急

患
者

に
対

し
て

適
切

な
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
の

確
保

を
推

進
す

る
。

 
四

 
入

院
期

間
が

１
年

未
満

の
患

者
に

対
し

て
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
 

 
・
在

院
期

間
の

長
期

化
に

伴
い

、
社

会
復

帰
が

難
し

く
な

る
傾

向
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
在

院
期

間
が

１
年

を
超

え
な

い
う

ち
に

退
院

で
き

る
よ

う
、

退
院

に
向

け
た

取
組

を
行

い
つ

つ
、

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
を

確
保

す
る

。
 

・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

多
職

種
に

よ
る

患
者

の
状

況
に

応
じ

た
質

の
高

い
チ

ー
ム

医
療

を
提

供
し

、
退

院
支

援
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
 

六
 

重
度

か
つ

慢
性

の
患

者
以

外
の

入
院

期
間

が
１

年
を

超
え

る
長

期
在

院
者

に
対

し
て

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

 
・
既

に
１

年
を

超
え

る
入

院
を

し
て

い
る

重
度

か
つ

慢
性

以
外

の
長

期
在

院
者

に
つ

い
て

は
、

退
院

支
援

や
生

活
支

援
等

を
通

じ
て

地
域

移
行

を
推

進
し

、
併

せ
て

、
当

該
長

期
在

院
者

の
状

態
像

に
合

わ
せ

た
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
機

能
を

確
保

す
る

。
 

・
当

該
機

能
の

確
保

の
た

め
、

多
職

種
に

よ
る

退
院

支
援

等
の

退
院

促
進

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

 
・
ま

た
、

こ
れ

ら
の

長
期

在
院

者
に

対
し

て
は

、
原

則
と

し
て

行
動

の
制

限
は

行
わ

な
い

こ
と

と
し

、
外

部
の

支
援

者
と

の
関

係
を

作
り

や
す

い
環

境
と

す
る

こ
と

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
な

開
放

的
な

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

地
域

生
活

に
近

い
療

養
環

境
の

確
保

を
推

進
す

る
。
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（１
）入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
の

上
昇

 
○

 
指

針
に

お
い

て
、

新
た

に
入

院
す

る
患

者
の

早
期

退
院

を
促

進
す

る
た

め
、

急
性

期
（
入

院
か

ら
３

ヶ
月

未
満

）
の

患
者

に
対

し
手

厚
く
密

度
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

 
○

 
こ

れ
を

踏
ま

え
、

全
都

道
府

県
に

お
い

て
平

成
２

９
年

度
に

お
け

る
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
（注

）を
現

在
の

上
位

５
都

道
府

県
（
以

下
「
目

標
都

道
府

県
」と

い
う

。
）の

平
均

値
で

あ
る

６
４

％
以

上
と

す
る

こ
と

を
成

果
目

標
と

す
る

。
（
現

状
の

全
都

道
府

県
の

平
均

値
は

５
８

.
４

％
）
 

（
注

）
  

具
体

的
に

は
、

平
成

2
9年

６
月

に
入

院
し

た
患

者
の

入
院

後
３

ヶ
月

時
点

の
退

院
率

に
よ

り
実

績
を

把
握

す
る

。
 

※
 

既
に

入
院

後
３

ヶ
月

時
点

の
退

院
率

６
４

％
以

上
を

達
成

し
て

い
る

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

そ
の

数
値

を
維

持
又

は
上

昇
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

※
 

「
入

院
後

３
ヶ

月
時

点
の

退
院

率
」は

、
あ

る
月

に
入

院
し

た
者

の
う

ち
当

該
月

を
含

む
３

月
目

の
月

末
ま

で
に

退
院

し
た

者
の

割
合

 

 

（２
）入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

の
上

昇
 

○
 

指
針

に
お

い
て

、
在

院
期

間
の

長
期

化
に

と
も

な
い

、
社

会
復

帰
が

難
し

く
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

在
院

期
間

が
１

年
未

満
で

退
院

で
き

る
よ

う
、

退
院

に
向

け
た

取
組

を
行

い
つ

つ
、

必
要

な
医

療
を

提
供

す
る

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

○
 

こ
れ

を
踏

ま
え

、
全

都
道

府
県

に
お

い
て

平
成

２
９

年
度

に
お

け
る

入
院

後
１

年
時

点
の

退
院

率
（
注

）
を

目
標

都
道

府
県

の
平

均
値

で
あ

る
９

１
％

以
上

と
す

る
こ

と
を

成
果

目
標

と
す

る
。

（現
状

の
全

都
道

府
県

の
平

均
値

は
８

７
.７

％
） 

（
注

）
  

具
体

的
に

は
、

平
成

2
9年

６
月

に
入

院
し

た
患

者
の

入
院

後
１

年
時

点
の

退
院

率
に

よ
り

実
績

を
把

握
す

る
。

 
※

 
既

に
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

９
１

％
以

上
を

達
成

し
て

い
る

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

そ
の

数
値

を
維

持
又

は
上

昇
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

※
 

「
入

院
後

１
年

時
点

の
退

院
率

」は
、

あ
る

月
に

入
院

し
た

者
の

う
ち

当
該

月
か

ら
12

月
目

の
月

末
ま

で
に

退
院

し
た

者
の

割
合

 
 

（３
）在

院
期

間
１

年
以

上
の

長
期

在
院

者
数

の
減

少
 

○
 

指
針

に
お

い
て

、
在

院
期

間
が

１
年

未
満

で
退

院
で

き
る

よ
う

、
退

院
に

向
け

た
取

組
を

行
い

つ
つ

、
必

要
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

機
能

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

既
に

１
年

以
上

の
入

院
を

し
て

い
る

重
度

か
つ

慢
性

の
患

者
以

外
の

長
期

在
院

者
に

対
し

て
は

、
退

院
支

援
や

生
活

支
援

等
を

通
じ

て
地

域
移

行
を

推
進

し
、

併
せ

て
、

状
態

像
に

併
せ

た
医

療
を

提
供

す
る

機
能

を
確

保
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

○
 

指
針

の
実

現
に

向
け

、
第

４
期

障
害

福
祉

計
画

に
お

い
て

は
、

長
期

在
院

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

６
月

末
時

点
の

長
期

在
院

者
数

を
平

成
2
4
年

６
月

末
時

点
の

長
期

在
院

者
数

か
ら

1
8パ

ー
セ

ン
ト

以
上

減
少

す
る

こ
と

を
成

果
目

標
と

す
る

。
 

３
．

第
４

期
障

害
福

祉
計

画
に

お
け

る
目

標
の

設
定
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